
管
理
さ
れ
主
体
性
が
保
障
さ
れ
な
い

改
正
の
趣
旨
で
は
、
「
教
職
生
涯
を

通
じ
て
探
求
心
を
持
ち
つ
つ
主
体
的
に

学
ぶ
」
「
教
師
の
個
性
に
即
し
た
個
別

最
適
な
学
び
の
提
供
」
「
協
働
的
な
学

び
の
機
会
確
保
」
の
重
要
性
な
ど
共
感

を
誘
う
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
概
要
を
み
る
と
「
校
長
の
監

督
を
受
け
た
『
研
修
主
事
』
が
、
研
修

計
画
立
案
、
連
絡
調
整
、
指
導
・
助
言

を
行
う
」
「
教
員
は
『
研
修
履
歴
』
を

記
録
し
、
任
命
権
者
は
履
歴
を
活
用
し

て
、
研
修
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
う
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
教
員
間
に
「
研
修
を
管
理
す

る
、
さ
れ
る
」
の
関
係
性
を
つ
く
り
、

同
僚
性
を
損
な
う
研
修
制
度
で
す
。
併

せ
て
研
修
履
歴
は
24
年
度
を
目
途
に
国

が
一
元
管
理
す
る
こ
と
や
任
命
権
者
の

「
受
講
奨
励
」
に
応
じ
な
い
教
師
に
は

懲
戒
処
分
を
ち
ら
つ
か
せ
受
講
を
強
要

す
る
と
い
う
内
容
も
含
ま
れ
ま
す
。

「
探
求
心
を
持
ち
つ
つ
主
体
的
に
学

ぶ
」
教
師
像
を
求
め
る
一
方
で
受
動
的
、

悉
皆
的
要
素
を
伴
う
研
修
体
制
を
つ
く

り
教
員
を
管
理
・
規
制
す
る
方
法
で
は
、

改
正
の
目
的
で
あ
る
「
資
質
・
能
力
の

向
上
」
は
で
き
ま
せ
ん
。

「国
に
よ
る
教
員
管
理
」の
道
具
か

よ
り
効
果
的
な
教
師
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
の
指
針
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
次
の
４
点
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
を
５

つ
の
柱
で
再
整
理
。
（
教
職
に
必
要

な
要
素
、
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
、

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
要
す
る
子
供

へ
の
対
応
、IC

T

や
情
報
・
教
育
デ
ー

タ
の
利
活
用
）

②
お
互
い
の
授
業
を
参
観
し
合
い
、
批

評
し
合
う
こ
と
も
含
め
、
校
内
研
修

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

③
研
修
後
の
成
果
確
認
方
法
を
明
確
化
、

知
識
・
技
能
の
習
得
状
況
を
確
認
す

る
テ
ス
ト
を
含
め
、
研
修
企
画
段
階

か
ら
成
果
の
確
認
方
法
を
設
定
す
る

こ
と

④
教
科
指
導
に
つ
い
て
は
、
指
導
主
事

に
よ
る
定
期
的
な
授
業
観
察
・
指
導

助
言
に
関
し
効
果
的
・
効
率
的
な
実

施
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

テ
ス
ト
等
を
課
し
て
研
修
の
成
果
を

確
認
す
る
こ
と
は
、
研
修
を
通
じ
て
教

師
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

教
員
免
許
更
新
制
廃
止
の
目
的
に
は
、

教
職
員
の
長
時
間
過
重
労
働
の
解
消
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
、

研
修
の
実
績
、
成
果
、
反
省
な
ど
を
人

事
評
価
に
反
映
さ
せ
る
「
能
力
・
実
績

主
義
」
で
あ
り
、
精
神
的･

身
体
的
疲
労

に
よ
る
病
気
休
職
や
離
職
の
増
加
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

主
体
的
な
研
修
の
保
障
を

「
研
修
」
は
、
「
教
職
員
の
力
量
を

高
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

良
い
教
育
を
行
う
」
た
め
の
も
の
で
す
。

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

な
力
量
を
高
め
る
か
は
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
を
知
る
教
員
が
最
も
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
教
員
の
誰
も
が
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
よ
い
実
践
を
し
た
い
、

そ
の
た
め
に
学
び
、
実
践
力
を
つ
け
た

い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

国
や
教
育
委
員
会
の
定
め
た
上
か
ら

の
資
質
・
能
力
の
向
上
策
や
官
制
研
修

の
押
し
付
け
で
教
師
の
や
る
気
、
意
欲

を
削
ぐ
の
で
は
な
く
、
主
体
的
・
創
造

的
な
教
育
研
究
活
動
を
保
障
す
る
こ
と

や
そ
の
た
め
の
よ
り
よ
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
教
育
行
政
の
役
割
で
す
。

教
育
の
主
体
は
「
教
員
」
で
あ
り

「
学
問
・
教
育
の
研
究
の
自
由
」
「
研

修
の
自
主
性
」
が
尊
重
・
担
保
さ
れ
て

こ
そ
「
教
師
の
学
び
の
姿
」
が
保
障
さ

れ
、
活
気
あ
る
教
育
現
場
が
実
現
で
き

る
の
で
す
。

任
命
権
者
で
あ
る
北
九
州
市
教
育
委

員
会
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
・
問
題
点

を
事
前
に
想
定
・
把
握
し
「
新
た
な
研

修
制
度
」
が
教
育
の
充
実
に
沿
っ
た
制

度
に
な
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。
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営
団
住
宅（

小
倉
北
区
）

国
家
総
動
員
法
（
１
９

３
９
年
）
に
よ
る
戦
時
経

済
体
制
の
下
、
民
間
賃
貸

住
宅
の
家
賃
が
統
制
さ
れ

た
結
果
、
住
宅
供
給
量
が

減
少
す
る
一
方
、
生
産
力

拡
充
の
た
め
工
場
の
周
辺

地
域
に
労
働
者
が
集
中
し

住
宅
不
足
が
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
国

が
直
接
住
宅
供
給
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
41
年｢

住

宅
営
団｣

が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。営

団
は
規
格
の
統
一
、

プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
採
用
な

ど
で
短
期
間
に
大
量
の
住

宅
供
給
を
目
指
し
ま
し
た

が
、
資
材
不
足
な
ど
に
よ

り
軍
需
関
連
の
労
働
者
へ

の
住
宅
供
給
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
小
倉
で
は
下
富

野
と
黒
住
町
に
団
地
が
建

設
さ
れ
、｢

小
倉
兵
器
補
給

廠｣

の
労
働
者
な
ど
が
入
居

し
ま
し
た
。

営
団
は
46
年
連
合
国
軍

最
高
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

の
指
令
を
契
機
に
解
散
、

住
宅
は
入
居
中
の
住
民･

自

治
体
等
に
売
却
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
営
団
の
理
念･

整
備
手
法
は
55
年
設
立
の

｢

日
本
住
宅
公
団
（
現
・
Ｕ

Ｒ
都
市
再
生
機
構
）｣

に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

４
月
か
ら
「
研
修
記
録
の
作
成
」
「
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
導
助
言
」
ス
タ
ー
ト

文
部
科
学
省
は
、
教
員
免
許
更
新
制
に
代
わ
る
新
た
な
研
修
制
度
と
し

て
、
「
改
正
教
育
公
務
員
特
例
法
に
基
づ
く
公
立
の
小
学
校
な
ど
の
校
長

お
よ
び
教
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
の
策
定
に
関
す
る
指

針
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
」
（
通
知
）
を
22
年
8
月
31
日
に
発
出
し
ま
し

た
。
23
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
新
た
な
研
修
制
度
の
中
心
と
な
る
「
研
修

記
録
の
作
成
及
び
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
導
助
言
等
」
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
研
修
制
度
で
教
員
の
「
資
質･

能
力
」
は
向
上
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。



全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、

23
年
度
の
人
事
異
動
に
向
け
て
22
年

９
月
５
日
付
け
で
「
人
事
異
動
に
関

す
る
要
求
書
」
を
北
九
州
市
教
育
委

員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
は
教
職
員
の
生
活
を
大

き
く
左
右
す
る
労
働
条
件
の
ひ
と
つ

で
す
。
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
感
染
防
止
対
策

や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴
う

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
教
育
環
境
の

変
化
や
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
長
時

間
過
密
労
働
な
ど
教
職
員
の
勤
務
・

労
働
条
件
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
全
教
北
九
州
は
、

次
の
３
点
を
人
事
異
動
の
基
本
方
針

に
位
置
付
け
て
交
渉
し
て
い
ま
す
。

①
合
意
と
納
得
の
得
ら
れ
る
人
事
異

動
②
通
勤
時
間
短
縮
に
よ
る
負
担
軽
減

③
労
働
条
件
改
善
に
よ
る
超
勤
削
減

具
体
的
な
要
求
と
し
て
、

▼
本
人
や
家
族
に
か
か
わ
る
諸
事
情
、

状
況
を
確
実
に
把
握
し
、
異
動
に

そ
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

▼
異
動
は
原
則
と
し
て
居
住
地
に
近

い
勤
務
校
と
し
、
仕
事
の
充
実
や

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
確
保

の
た
め
の
教
育
環
境
整
備
を
実
現

で
き
る
よ
う
す
る
こ
と

▼
異
動
に
本
人
の
希
望
や
意
向
を
優

先
さ
せ
る
こ
と

▼
区
間
異
動
・
校
種
間
異
動
は
、
本

人
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と

▼
特
別
支
援
学
校
と
特
別
支
援
学
級

は
、
専
門
性
の
配
慮
や
本
人
の
意

向
を
尊
重
す
る
こ
と

▼
新
規
採
用
教
職
員
の
赴
任
校
は
、

本
人
の
居
住
地
を
配
慮
す
る
こ
と

▼
新
規
採
用
後
最
初
の
異
動
は
、
本

人
の
意
向
を
充
分
に
配
慮
す
る
こ

と
▼
再
任
用
教
職
員
の
異
動
は
、
本
人

の
意
向
を
尊
重
す
る

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
全
教
北

九
州
の
人
事
異
動
方
針
の
全
文
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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教
職
員
の
合
意
と
納
得
が
得
ら
れ
る
人
事
異
動
を
求
め
る

人
事
異
動
に
対
す
る
全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
の
立
場

１
月
14
日
（
土
）
、
ウ
ェ
ル
戸

畑
で
「
新
春
女
性
部
交
流
会
」
を
開

催
し
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
お
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が

ら
学
習
で
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
兼
ね

「
黙
食
」
し
な
が
ら
、
憲
法
共
同
セ

ン
タ
ー
の
動
画
「
教
え
て
！
伊
藤
真

弁
護
士
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
っ
て

何
？
」
を
視
聴
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
や
北
朝
鮮
や
中
国
の
動
向

を
口
実
に
危
機
を
煽
り
、
軍
備
増
強
・

憲
法
改
正
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
憲
法
を
変
え
て
も
国
民
の
生
活

は
よ
く
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。近

況
報
告
で
は
厳
し
い
勤
務
実
態

も
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
集
ま
れ
ば

元
気
、
語
り
合
え
ば
勇
気
、
愚
痴
も

積
も
れ
ば
要
求
に
！
」
を
実
感
し
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

集
ま
れ
ば
元
気
、
語
り
合
え
ば
勇
気
、
愚
痴
も
積
も
れ
ば
要
求
に

１
月
14
日

女
性
部
新
春
交
流
会

１
月
19
日
（
木
）
全
日
本
教
職
員

組
合
（
全
教
）
は
「
教
職
員
勤
務
実

態
調
査
２
０
２
２
」
第
１
次
集
計
を

記
者
発
表
し
ま
し
た
。
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
が
会
見
に
参
集
し
「
教
職
員
の
働

き
方
」
の
対
す
る
注
目
度
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
20
日
に
は
毎
日
新
聞

が
か
な
り
大
き
く
報
道
し
て
い
ま
し

た
。
10
年
前
の
勤
務
実
態
調
査
と
比

べ
勤
務
実
態
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
て
、
給
特
法
（
義
務
教
育
）
改
正
、

教
育
予
算
の
大
幅
増
、
教
職
員
の
大

幅
増
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
（
詳
細

と
分
析
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
）

１
月
11
日
、
北
九
州
市
議
会
で
教

育
文
化
委
員
会
が
開
か
れ
、
全
教
北

九
州
も
参
加
す
る
「
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
北
九
州
市
実
行
委
員

会
」
が
提
出
し
た
約
３
５
０
０
筆
の

署
名
に
対
す
る
請
願
審
査
の
た
め
の

口
頭
陳
述
を
組
合
員
が
行
い
ま
し
た
。

請
願
に
対
し
て
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
学

習
を
見
学
し
た
が
人
数
が
多
い
と
限

界
が
あ
る
」
「
少
人
数
は
世
界
の
流

れ
、
日
本
は
遅
れ
て
い
る
」
と
賛
成

意
見
を
寄
せ
て
く
れ
る
議
員
が
い
る

一
方
、
少
人
数
学
級
そ
の
も
の
に
は

反
対
は
し
な
い
も
の
の
「
２
０
人
学

級
は
現
実
的
で
な
い
」
「
特
別
支
援

学
級
に
は
５
名
以
上
に
な
る
と
支
援

講
師
を
つ
け
て
い
る
」
な
ど
請
願
内

容
に
否
定
的
な
議
員
や
教
育
委
員
会

の
事
務
局
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

「
子
育
て
日
本
一
」
を
標
榜
す
る

北
九
州
市
で
あ
る
な
ら
、
ま
ず
は
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
35
人
学
級
を
実

現
し
、
順
次
30
人
学
級
、
25
人
学
級

へ
と
少
人
数
学
級
を
拡
充
し
て
ほ
し

い
で
す
。

北
九
州
市
長
選
挙
（
２
月
５
日
）

の
ど
の
候
補
者
も
子
育
て
支
援
を
公

約
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
少
人
数
学
級

を
実
現
で
き
る
候
補
を
見
極
め
た
い

も
の
で
す
。

「
子
育
て
日
本
一
」
は
少
人
数
学
級
実
現
か
ら

１
月
11
日

北
九
州
市
議
会
教
育
文
化
委
員
会
で
口
頭
陳
述

全
教
「
教
職
員
勤
務
実
態
調
査
２
０
２
２
」
第
１
次
集
計
発
表

10年前から改善なし

署
名
に
対
す
る
会
派
の
対
応

議
会
へ
の
署
名
提
出
の
際
に
、
紹
介

議
員
の
要
請
を
行
っ
た
際
の
対
応
で
す
。

不
在
の
会
派
に
つ
い
て
は
文
書
を
投
函

し
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

▼
紹
介
議
員
と
な
っ
た
会
派

・
日
本
共
産
党

・
村
上
さ
と
こ

▼
紹
介
議
員
と
な
ら
な
か
っ
た
会
派

・
自
民
党･

無
所
属
の
会

・
公
明
党

・
ハ
ー
ト
フ
ル
北
九
州
（
立
憲
民
主
党

･

国
民
民
主
党･

社
民
党
な
ど
）

・
日
本
維
新
の
会

▼
期
日
ま
で
に
回
答
が
な
か
っ
た
会
派

・
井
上
し
ん
ご

・
変
革
と
成
長
（
井
上
純
子
）

・
若
松
を
愛
す
る
会
（
本
田
一
郎
）

※
会
派
名
は
北
九
州
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
会
派
名
の｢

一
般
的
な

名
称
及
び
表
示｣

に
依
拠
し
ま
し
た
。


